
































2 バウハウスのグリッドについては，Dickerman 2009, S. 19-21; Nisbet 2009. クレーのグリッドあるいは
「方形画（Quadradbilder）」については，Glaesemer 1976, S. 177-183; Triska 1979. ただし，クレーのグリ
ッドにモンドリアンらのそれとの異質性やモダニズムの自己批判あるいは内破の契機を見る研究者もいる。














「フランクフルト・アン・デア・オーダーのヴュンシュ（Wünsch in Frankfurt a. d. O.）」，「一般学














































































































7 以下，ゲーテの『色彩論』（Zur Farbenlehre）からの引用は FA, I. Abt., Bd. 23/1 により，括弧内にFと
いう略号とページ数を示す。
8 論争篇第113節，116節，371節，380-397節，517節など。



































Klassik Stiftung Weimar, Museen, Inv.-Nr.: GFz 204; LA I 3, Taf. XXI.
13 Müller 2015, S. 67. ゲーテも主観的実験と客観的実験は「平行関係にあり，一方が示すものは他方も示
す」（F118）と述べている
























15 Gren 1793, S. 3-13.
16 グレンは，これらの光は各点を頂点とし，瞳を底面とした円錐形をしているが，図ではその軸だけを示
































17 Gren 1793, S. 13-15.
18 Gren 1793, S. 15f.

































20 Gren 1793, S. 19.































22 Klassik Stiftung Weimar, Museen, Inv.-Nr.: GFz 255-258, 263-269, 277-289. これらの図はGoethe 1985
に同じ番号で収録されている。版権の都合で本稿には制作過程の図は掲載しないが，以下でとりあげるも
のの大半は同書の図版で確認することができる。
23 Klassik Stiftung Weimar, Museen, Inv.-Nr.: GFz 256, 282.































25 Klassik Stiftung Weimar, Museen, Inv.-Nr.: GFz 255.
26 白地の黒い帯をプリズムを通して見た場合の色彩現象を説明するグレンの図式に対応した下絵でも，枡
目に図式と同じ 1 から 9 の数字が書きこまれている。Klassik Stiftung Weimar, Museen, Inv.-Nr.: GFz 
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33 Gat 1989, S. 25; Heuser 2010, S. 55-59. 鈴木 2009，150-153頁。
34 ヨルゲンセン他 2010，47-88頁。ブルース他 2013，3-91頁。バルベーロ 2014，116-122，153-158頁。
35 バルベーロ 2014，120-122頁。
36 Heuser 2010, S. 21.
37 Zach 1812, S. 256.
38 アンナ・アマーリア大公妃図書館のゲーテ蔵書オンライン目録では，「軍事と兵器学」という主題の下
に64冊が分類されている。https://lhwei.gbv.de/DB=2.5/（2020年 1 月10日確認）
39 Goethe-Handbuch (1996-2011), Bd. 4/1, „Amtliche Tätigkeit“, S. 36f.
40 Goethe-Handbuch (1996-2011), Bd. 4/1, „Berlin/Potsdam“, S. 107-109.
41 Goethe-Handbuch (1996-2011), Bd. 4/2, „Schlesien“, S. 956-958.
42 ゲーテの戦争体験については，Charlier 2015, S. 492-496 の他，以下の事典項目でも簡潔に記述されて































43 FA I 16, S. 403f., 406f., 409, 419. 引用はS. 404. この現象については，1822年に『自然科学一般』第一
巻に掲載された色彩学の論考の一つ「水中の炎」でも言及されている。FA I 25, S. 753f.
44 FA I 16, S. 483f., 490f.
45 フランスとマインツへの出征中に成立した色彩学の論考は，LA I 3, S. 109-149 に収録されている。
46 ゲーテの色彩研究とフランス革命およびそれに続く戦争との関係については，Kruse 1988, Richter 






















































































































50 図形詩全般についてはAdler/Ernst 1987，特に17世紀の図形詩については Adler 1982。
51 三角形やピラミッド形の図形詩については Adler/Ernst 1987, S. 89 の他，Ernst 1982 がくわしい。三
角形の象徴の歴史については Stuhlfauth 1937 を参照。






























54 Ziolkowski 1994, S. 177f. 
55 Oehler-Klein 1990, S. 38f.; Düweke 2001, S. 46f.







58 FA I 7/1, S. 109, V. 2538. 
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図１　Johann Wolfgang Goethe: Erklärung der zu Goethe’s Farbenlehre gehörigen Tafeln. Tübingen: Cotta 
1810, Taf. IX.
図２　Goethe 1810, Taf. X.
図３　Isaac Newton: Opticks: or, a Treatise of the Reflections, Refractions, Inflections and Colours of Light. 
London: Smith and Walford 1704, Book I, Part II, Tab. III, Fig. 12.
図４　[Rezension] 1792, Sp. 244.
図５　Gren 1793, S. 16.
図６　Gren 1793, Fig. 3.
図７　Zach 1812, Tab. XXI, Fig. CLVII.
図８　Goethe 1810, S. 13.
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